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人
事
異
動
◇
三
月
末
を
も
っ
て
学
芸
学
部
の
奥
津
(沼
田
)
善
子
先
生
が
筑
波
大
学
へ
転
出
さ
れ
た
。
◇
四
月
一
目
付
で
丸
山
敬
介
先
生
が
短
期
大
学
部
か
ら
学
芸
学
部
へ
移
ら
れ
た
。
◇
四
月
か
ら
短
期
大
学
部
専
任
講
師
と
し
て
服
部
匡
先
生
(現
代
語
学
)
を
お
迎
え
し
た
。
学
会
活
動
記
録
(平
成
三
年
度
)
◇
六
月
二
十
九
日
(土
)
学
会
の
「会
報
」
第
九
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
◇
十
月
三
十
日
(水
)
学
会
誌
「
日
本
語
日
本
文
学
」
第
三
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
◇
十
一
月
九
日
(土
)
学
生
委
員
企
画
に
よ
る
留
学
生
と
の
交
流
会
が
恵
愛
館
食
堂
で
行
わ
れ
、
同
志
社
A
K
P
の
留
学
生
と
お
好
み
焼
き
を
作
り
な
が
ら
交
流
し
た
。
◇
十
一
月
十
三
日
(水
)
学
生
委
員
企
画
に
よ
る
映
画
鑑
賞
会
が
A
V
教
室
で
行
わ
れ
た
。
中
川
成
美
先
生
の
解
説
で
林
扶
美
子
原
作
・
成
瀬
七
〇
巳
喜
男
監
督
の
「
稲
妻
」
を
鑑
賞
し
た
。
◇
十
二
月
七
日
(土
)
日
本
語
日
本
文
学
会
主
催
の
秋
季
講
演
会
が
頌
啓
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
語
教
育
-
期
待
さ
れ
る
教
師
像
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
と
い
う
題
目
で
奥
田
純
子
先
生
・
岸
川
真
二
先
生
・
伊
藤
博
子
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
◇
十
二
月
十
二
日
(
木
)
本
年
度
学
会
奨
学
会
の
授
与
者
四
名
が
決
定
さ
れ
、
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
◇
二
月
二
十
九
日
(
土
)
学
会
の
「
会
報
」
第
十
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
学
会
活
動
記
録
(
平
成
四
年
度
)
◇
五
月
十
日
(
日
)
学
生
委
員
企
画
に
よ
る
茶
摘
み
一
日
体
験
が
宇
治
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
◇
五
月
十
五
日
(金
)
学
生
委
員
企
画
に
よ
る
葵
祭
見
学
が
行
わ
れ
た
。
◇
六
月
二
十
日
(土
)
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
模
擬
試
験
が
行
わ
れ
た
。
◇
六
月
二
十
七
日
(土
)
日
本
語
日
本
文
学
会
の
総
会
及
び
講
演
会
が
新
島
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
本
会
名
誉
会
員
で
あ
る
佐
治
圭
先
生
が
「
「
は
」
と
係
助
詞
L
と
い
う
題
目
で
講
演
さ
れ
た
。
◇
六
月
二
十
七
日
(
土
)
学
会
の
「
会
報
」
第
十
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
◇
会
員
著
書
紹
介
村
木
新
次
郎
『
日
本
語
動
詞
の
諸
相
』
小
林
賢
章
『仏
蔵
草
用
文
字
集
』
(編
著
)
本
間
洋
一
『中
国
古
小
説
選
』
(編
著
)
『凌
雲
集
索
引
』
『本
朝
無
題
詩
全
注
釈
一
』
藤
本
徳
明
『
日
本
文
学
研
究
大
成
中
世
説
話
1
』
彙
報
ひ
つ
じ
書
房
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日
和
泉
書
院
一
九
九
一
年
九
月
三
〇
日
和
泉
書
院
一
九
九
一
年
十
二
月
十
二
日
和
泉
書
院
一
九
九
一
年
十
二
月
十
五
日
新
典
社
一
九
九
二
年
三
月
二
十
五
日
(編
著
)
国
書
刊
行
会
一
九
九
二
年
四
月
三
十
日
安
森
敏
隆
『
日
本
文
学
と
人
間
の
発
見
』
(共
編
)
世
界
思
想
社
一
九
九
二
年
五
月
二
〇
日
七
一
